
3D CAD × データベースによる
本格的建築デジタルアーカイブ

データベース×
部品・雛形・プロパティ管理
構成情報・伝統的構法知識　

幾何データ作成　

3D CAD

五重塔デジタルアーカイブができるまで
①プログラミングによる部品雛形の作成
～パラメトリックなモデリング／作図法、設計ロジックを解釈する～

②五重塔を組み上げる
～部品管理を徹底しつつ三次元モデルを構築する～

③試験模型作成による整合性検証
～三次元モデルの構法情報を検証する～

・規矩術、木割りと親和性が高く、「納まりなどの細部表現」、「微妙な曲線の表現」が可能
・複雑な形状の修正、変更が容易
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・CADの拡張によるデータベースでの部品管理
・膨大な部品、シンメトリーな構造、層間逓減などに対応

・実寸データから試験用データの取り出し、変換
・試験模型による、組み立て方などの物理シミュレーション

・検証結果を元に前工程へのフィードバック
・進捗、状況管理をデータベースで行う

■部品管理情報を生かしたビジュアライゼーション・活用

　・部品雛形の幾何情報＋位置、角度情報による三次元モデルの再構築
　・三次元モデルをインターフェイスとした関連文献、写真の管理、運用
　・振動モデルの構築、物理演算エンジンへの入力によるシミュレーション　

データベースでの部品管理（部品管理ビュー） 作業者の入力に応じて自動的に CADの図面情報とデータベースが同期

建築物の外観の再現だけでなく、部品レベル
で納まりまで考証しながらアーカイブ化す
ることで、今までにない活用方法が見えて
きます。

部品同士の納まり部まで表現された精緻な三次元モデル化を実現
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三次元造型機での模型化

デジタルアーカイブWeb公開

各種シミュレーション

モデリングソフトウェア
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